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し

とのところ、役場に「道端に犬の糞がたくさんあってきたない。Jí犬をつ

芯いで飼っていないので、子供が怖がる。J という苦情の電話が多くかかっ

てくるようになりました。

最近のベットブームで重信町でも犬を飼うご家庭が多くなったようです

が、それとともに、マナーの悪さが多く指摘されるようになりました。

犬を飼うには、もちろん愛情は必要です。 しかし、愛情だけで犬を飼う

ことはできないのではないでしょうか。

毎日の食事の世話・散歩、健康管理、そして食事代・登録料・予防接種代金

等の経済的芯負担、それに加えてきちんとした「しつけ」をしなければなり

それらの点をよく考えて、飼うことを決めたのなら、犬も命ある動物、

家族同様、終生かわいがりましょう 。

飼い始めてかう、「世話が思ったより大変だった。Jí手に負えなくなった。j

という人間の一方的芯都合で、飼うことを放棄するのは、安易ではないで

しょうか。

また、住んでいる地域や隣近所に迷惑をかけないのは、最低限のマナー

です。 その点かういえば、引き綱をつけすに散歩したり、散歩の際の糞を

そのまま放置したり、放して飼ったりはできないのではないでしょうか。

飼育に伴う様々な手間やトラブルを充分考え、また経済的な負担や住環

境を見据えたうえで、新しい家族を迎えてください。
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最後まで ? 

愛情をもって ?
上林大森 舞樹さん

「主人が大の犬招きで、 2匹飼

っています。 飼い始めて5年|こ

なりますが、 1 匹は大型犬なの

で、 散歩が大歪です。 散歩の

際は、スコップとナイロン袋

を措って行き 、 糞はlι、ず持ち

帰っています。 3人の三子どもも

大変犬をかわいがっており 、愛犬ミューと大森栄人くん、
優奈ちゃん、勇心くん 犬と一緒|こ成長しながら、命
の大切さをわかってもらえればと思っています。野良犬

をよくみかけますが、 いっ疋ん飼い始めて途中で取棄す

るのは、 人間|ことっても犬|ことっても不幸なことです。

最後まで面倒をみる自信がないのなら、 飼うべきではな

牛淵由井 政治さん
í2ヶ月前、 予どもが、予犬を拾ってきて我が家はま尼!こぎ

やか!こなりましだ。舎は家族みんな予犬中心の生活です。

柴犬(雌)を飼い始めて 、 もう8年|こ走よります。繁殖を希

望しないので、避妊手術を受けさぜています。そういっ

定制限措置も飼い王の努めではないて'しょうか。 まだ、

必要以上!こ甘

やかさずきち

んとしつけを

し左よければい

けないと思い

ます。予犬|こ

ちこれから基

本的なことを

教え込むつも

りです。」 愛犬ラン(左)・ナナと

.，..，.・$・ .~~.・・'J~..:宰・.，.・

いと思います。 」

.，..，..，..，..，..:宰，..，..，..，..，..，.. 
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図書館に新しく ENGLlSH BOOKS CORNER を設けまし
た。子供さん向けの童話から大人向けのちょっとむずかし
い本まであります。やさしい英語で書いてあるかわいい絵
本もあります。社会のグローパル化に合わせ、まず図書館
から異文化を発信します。

このコーナーに並んでいる本は、重信中学校英語指導助
手のジョージ・ハミルトン先生に選んでいただきました。

以下は、先生のメッセージです。

Hello and welcome to the new 
"ENGLISH BOOKS CORNER" at the 
Sh刕enobu Town Halllibrary. 

My name is GEORGE 
HAMILTON and I came to Japan last 
ye白金om ENGL必m. I teach 
ENGLISH at SHIGENOBU JUNIOR 
HIGH SCHOOL and at the 4 
ELEMENTARY SCHOOLS of 
SHIGENOBU. I am 23 YEARS OLD. 
My HOBBIES are sports, travelling むld
READING. I enjoy living in 
SHIGENOBU and am VERY HAPPY to 
stay for another ye訂.

I hope that my students will 
read the new ENGLISH BOOKS in the LIBRARY because reading them would 
be good practice for their ENGLISH and a lot of FUN. 

The books in the LIBRARY are for alllevels of ENGLISH ABILITY, 
企omthe BEGINNER to the more ADV，必-rCED.

For the BEGINNER: S必YTHESOUNDS
These books that come with a tape will help make ENGLISH sounds 
and teach the ABC and simple words 

For the more practiced: DR. SEUSS books are easy STORIES with fun 
picttires. 

For the middle level: Please read the DISNEY books. These books are 
pop叫位 STORIES that 訂e also movies. 
For the experienced (SAN NEN SEI PLEASE TRY): FAMOUS 
STORIES, for example: CHARLES DICKENS, A CHRISTMAS CAROL 
or M. SHELLEY'S FRANKENSTEIN. 

There 位e also COMICS for everyone to enjoy. 

し ι十 Jう
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こんにちは、重信町図書館の新し

い英語の本コーナーヘょうこそ。

私は、ジョージ・ハミルトツです。

昨年8月イギリスから日本へきま し

定。現在、重信中学校と4つの小学

校で英語を教えています。年齢|芯23

歳で武己

私の趣味は、スポーツや旅行や本

を読むことです。重信での生活を楽

しんでお以もう1年滞在します。

私は、図書館の新しい英語の本を

だくさんの生徒lこ読んでもらいだい

です。 なぜなら本を読むことは、 英

語の勉強|こ役立つし、 おもしろいか

らです。

図書館iこは、初心者向けから上級

者向けまで英語の能力に応じて、本

11、とりそろえられています。

初めての人は iSAY THE SOUｭ

NDSJ という本を読んでみてくたささ

い。 テープガ付いているこれらの本 f 

Ict 英語の叡とABCや簡単芯単語を ) 

教えてくれます。

少し分かる人|こは、 「ドクターセ

ウス」をお勧めします。簡単な話と

楽しい絵があります。

まあまあ分かる人は、ディズニーの

本を読んで<芝さい。 映画にもある

有名な話です。

経験のある人は、だとえばテャ

ルズ ディケツズの「クリスマスキヤ

ロル」かシエリーの「フランケツシユ

タイツ」をお勧めします。中学校3年

生の人はぜひ挑戦してみてください。

まんがもあるので楽しんで<t!.

さい。

英語を読むことを楽しみましよう。

ジョージ・ハミルトン
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七
月
一
日
か
ら

、

平
成
一
一
年
度

の
臨
時
特
例
措
置
と
し

て
、

医
療
機

関
等
の
窓
口
で
薬
剤
一
部
負
担
金
を

麦
払
う
必
要
が
な
く
な
り
ま
し
だ
。

こ
れ
か
ら
は

、

皆
さ
ん
巴
代
わ
っ

て
園

、

か
吏
払
う
こ
と
に
な
っ
定
か
ら

で
す
。

だ
だ
し

、

外
来
の
診
療
仁
関
す
る

一
部
負
担
金

(
-
日
C
っ
き
五
三
O

円
)
は

、

従
来
ど
お
り
医
療
機
関
へ

支
払
っ
て
下
さ
い
。

不
明
な
点
な
ど
が
あ
り
ま
し
左
ら

役
場
保
険
年
金
課

、

老
人
医
療
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料

免
除
制
度

国
民
年
金
は

、

二
O
歳
か
ら
六

O
歳
ま
で
の
問

、

保
険
料
を
納
め
る
制
度
で
す
が

、

四
O
年
の
間
C

は
納
め
る
こ
と
が
非
常
巴
困
難
な
時
期
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
場
〈
一
口
、

国
民
年
金
巴
は
免
除
制
度

、

か
あ

り
一
時
的
仁
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
免
除
さ
れ

、

一
O
年
以
内
で
あ
れ
ば
追
納
(後
で
納
め
る
こ
と
)す

る
こ
と

、

か
で
き
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
万

、

大
切
な
あ

な
左
の
権
利
を
守
る
だ
め
に

、

ま
ず
役
場
保
険
年

金
課
国
民
年
金
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

〈法
定
免
除
〉

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
だ
リ

、

生
活
保
護

法
仁
よ
る
生
活
扶
回
を
受
け
て
い
る
場
合
巴
は

、

届
出
を
す
る
こ
と
で
免
除
さ
れ
ま
す
。

〈申
請
免
除

〉

所
得
が
な
い

と
き
を
は
じ
め

、

保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
著
し

く

困
難
な
場
合
巳
は

、

免
除
申
請

書
を
提
出
し
て
い
芝

、

だ
き

、

基
準
を
満
だ
せ
ば
免

除
さ
れ
ま
す
。

な
お

、

昨
年
承
認
を
受
け
左
万
で

、

今
年
度
も

引
き
続
き
免
除
を
希
望
さ
れ
る
万
も
同
様
巳
申
請

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
芝
さ
い
。

l 

工事区間 工事内容 工事期間(予定) 工事発注者 施行業者

松山自動車道 平成11年7月~ 日本道路公団 松山工事事務所 紛姫野組

四車線化工事 平成13年3月末 冨958-4222 富960-6705

情報BOX埋設工事
平成11年6月~ 建設省松山工事事務所 一井建設紛

• 
平成1 2年1 月末 宙972-0034 冨966-6122

く〉 横j司原高架橋工事
平成11年8月~ 建設省松山工事事務所 住友建設鋤
平成12年3月末 富972-0034 霞955-2231

上記工事期間|こおいて、 やむをえず、 車線減少・片側交互通行・通行止等の交通規制を行う場合ガ、あります。

道路利用者の皆様には大変ご迷惑をおかけすることと思いますが\ ご理解・ご協力をよろしくお願いします。
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平成11年度
産評価審査委員会は当該審査

を申し出定者仁口頭で意見を

述べる機会を与えなければな

らないこととする。

工審査を申し出定者は、 町長|こ

対し、当該申し出|こ係る主張

lこ理由があることを明らかに

するだめc必要な事項!こつい

て照会をすることができるこ

ととする。

オー固定資産評価審査委員会は、

審査を申し出定者及び町長の

出席を求めて 、 口頭審理を行

うことができることとする。

この他、採決は書面で行い、理

由を付さ宅よければならないことと

するなどの改正が行われまし定。

所有期間5年超の居住用財産

の譲渡をして居住用財産|こ買

い換え定場合|こおいて譲渡損

失の金額があるときは、 定

の要件の下で、 その譲渡損失

の金額をその年の翌々年度以

後3年度分の総所得金額等か

ら繰越控除する制度が創設さ

れまし定。

( 3 )所得割の非課税限度額の引き

上げ

現 行 30万円 (加算額)

改正後 3 1 万円

適用は下表のようになります。

翠 | 所得金額孟
迄 I 35万円 ×家族叡+加算額31万円

現

平成11年度のi也万税制改正|こ伴

う町税関係の主な改正点!こついて

概要をご紹介します。(施行期日は、

1 の( 1 )ガ平成12年4月 1 目 、 1 の(2)、 (3)

が平成11年4月 1 目 、 2、 3が平成1 2年

1 月 1 日 )

個人住民税(町県民税)の減税関

係 !こついては、広報6月号をご覧

下さい。

3 その他
延滞金及び還付加算金の割合の見

直し

延滞金(年7.3%の割合の部分|こ

限る。)及び還付加算金の割合|こつ

いて、 当分の問、 11 月30日を経過

する時|こおける公定歩合|こ年4%

を加算し左割合刀、年7 . 3%1こ満足な

い場合|こは、翌年の1 月 1 日から 1 2

月3 1 日までの聞は、 当該公定歩合

|こ年4%を加算し定割合とする。

このほか特別土地保有税や疋ば

こ税等 |こついても所要の改正が行

われまし走。

不明点などがあれば、役場税務

課までお問い合わせ下さい。

所得金額三五

行 I 35万円×家族鍛+加算額30万円

(注)加算額は、 j空除対象配偶者または扶養
親族を有する場合のみ加算

2 固定資産税関係
固定資産の価梧等に関する審査申

出制度の改正

ア審査の申し出をすることが、で

きる事項を固定資産の価格

(改正前固定資産課税台帳 lこ

登録され左事項)とする。

イ.審査申し出期間を縦覧期間の

初日から納税通知書の交付を

受け定日後30日まで (改正前

縦貫期間の末日後10 日 まで)

とする。

ウ 不服の審理は書面 |こよること

とし、審査を申し出走者の申

請があっ芝場合 |こは、固定資

1 個人住民税関係
(1 )土地等の譲渡益課税の見直し

平成1 1年 1 月 1 日から平成12

年12月3 1 日までの閏|こ長期所

有土地 ・建物等 (所有期間5年

超)を譲渡し足場合の譲渡所

得 |こ対する税率は次のとおり

改正されまし定。

現行

特別控除後の譲渡益

6千万円以下の部分

6% 県民税2%

町民税4%

6千万円超の部分

7.5% 県民税2%

町民税5 . 5%

改正後

特別控除後の譲渡益

6% 県民税2%

町民税4%

(2 )特定の居住用財産の買い摸え

等の場合の譲渥損失の繰越控

除制度の創設

平成11年1 月 1 日から平成1 2

年1 2月 3 1 日 までの聞の一定の

居住用財産の譲渡|こついて 、

議
会
だ
よ
り

6

月
議
会

第
百
七
十
二
回
重
信
町
議
会
定
例

会
は

、

六
月
二
十
二
日
か
ら

二
十
九

日
ま
で
八
日

聞
の
会
期
で
開
か
れ
ま

し
だ
。一

般
会
計
補
正
予
算

、

条
例
の
改

正
な
ど
七
議
案
が
提
出
さ
れ

、

原
案

ど
お
り
可
決

、

承
認
さ
れ
ま
し
定
。

一
般
質
問
は
六
名
の
議
員
か
ら

、

介
護
保
険

、

教
育
問
題

、

少
子
化
問
題

、

道
路
整
備

、

公
共
下
水
道
巴
つ
い
て

等
、

様
々
な
質
問
ガ
出
さ
れ
ま
し
定
。

以
下

、

議
決
さ
れ
左
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。

。
一
般
会
計
補
正
予
算

O
庁
舎
建
設
費
九

千
七
百
万
円

O
道
路
橋
梁
新
設
改
良
費

八
千
八
十
七
万
八
千
円

。
総
合
公
園
整
備
費八千

二
百
八
十
万
円

。
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

O
拝
志
地
区
統
〈
一
口
簡
易
水
道
整
備
事
業
費

四
億
九
千
四
百
十
五
万
二
千
円

。
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例

の
一
部
改
正

。
重
信
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
設

置

条
例
の
一
部
改
正

。
温
泉
郡
介
護
認
定
審
査
会
の
共
同

設
置
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

フ月の納税
固定資産税第2期

国民健康保険税第2期

納税期限 8月 2 日(月)

5 広報しげのòi 7月号



偏重 ・II:I~~"{.I・m山田M・1略保

院
ハ
ー
ト
リ
ー
を

ま
芯
ん
か

健
康
づ
く
り
料
理
講
習
会

合
年
度
第

一
回
目
の
健
康
づ
く
リ

料
理
講
習
会
が
六
月
二
百
同
上
樋
集

会
所
で
行
わ
れ
ま
し
定
。

合
回
は

、

「
カ
ル
シ
ウ
ム
」を
テ
ー

マ
巴
し
左
頭
と
体
と
胃
袋
の
勉
強
会

で
す
。

普
段

、

家
で
使
っ
て
い
る
食

材
を
工
夫
し
て
と
り
入
れ
る
こ
と
ミ

で
、
簡
単
巴
カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
れ
る
程

メ
ニ
ュ
ー

を
そ
ろ
え
ま
し
ど
。
立
食
日

パ
ー
テ
ィ
ー
風
の
試
食
タ
イ
ム
は
、

AO
E
 

和
や
か
な
雰
囲
気
で
進
み

、

楽
し
い

習

時
闘
を
持
て
ま
し
左
。

講

合
回
参
加
し
て
い
芝

山疋
い
だ
方
か
憎

ら
、
次
の
よ
う
な
感
想
を
い
芝

、

定
き
切

ま
し
左

。
、

く

・
野
菜
か
ら
も
十
分
カ
ル
シ
ウ
ム
が
康

摂
れ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
だ
。

健

・

4フ
口
調
理
し
だ
も
の
を

、

わ
が
家

F
L

の
メ
ニ
ュ
ー

に
加
え
よ
う
と
思
い
相

ま
す
。

ー

・
こ
の
よ
う
な
行
事
巴
参
加
す
る
こ
成

と
で

、

日
頃
の
生
活
の
見
直
し

、

ガ
平

で
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
も

、

料
理
講
習
会
巴
参

加
し
て
ち
ょ
っ
と
知
識
を
広
め
て
み

ま
せ
ん
か
つ
あ
友
達
を
誘
っ
て
お

気
軽
巴
お
越
し
く
定
さ
い
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

と き

9月 7 日(火)

じ かん と」ろ

10月 19 日(火)

西岡集会所 一一--i

1 1 月 18 日体)
午前10時~午後0時30分

播磨台団地集会所

1 2月 1 日同

新村集会所 一→

堀池集会所

、・v

あ
な
芝
の
塩
加
滅

、
ー
、

1
n
H
M
4拘
M明
。
，

'
し
'
し
れ
に
加
十
・

食
生
活
改
善
地
区
講
習
会

六
月
一

O
日
側

、

「
あ
な
左
の

塩
加
減
い
い
加
減
け
」
を
テ
ー
マ

巴
横
沼
原
地
区
推
進
員
仁
よ
る
適

切
な
塩
分
の
と
り
方
巳
つ
い
て
の

講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
だ
。
調
理

実
習
で
は
塩
分
、
か
少
な
く
て
も
、

工
夫
し
て
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る

お
料
理
を
作
り
ま
し
足

。

参
加
者
の
方
々
か
ら
は

、

「
普

段
の
食
事
は
い
か
巴
塩
分

、

ガ
多
く

入
っ
て
い
る
か
が
わ
か
り
、
こ
れ

か
ら
は
少
し
で
ち
塩
分
の
少
芯
い

食
事
作
り
を
心
が
け
る
よ
う
巴
改

善
し
て
い
き
左
い

。

」
な
ど
の
声

と
と
も
巴

、

骨
粗
震
症
巴
つ
い
て

詳
し
く
勉
強
し
疋
い
と
い
う
要
望

が
あ
り
ま
し
定
。

そ
こ
で

、

次
の

よ
う
な
講
習
会
を
開
催
す
る
こ
と

に
し
ま
し
だ
。

一

凶

を

)

分

)

一

ト
刈
協
税
調
剛
附

一

日
U
-
b
懸
的
中
嶋
仰

剛
一

÷
型
羽
咽
日
川
駅
十
町

一

一回
、
.一一
札骨
-
コ
叶
潮
附
則

一

一連
一
損

1
よ

舟
航
即
日

一

一 、
]

一
り
に

し

H
H

g

t

一

1

寸

折
め

防

F
万
叫

時
一

一

骨

た
予

U
ι

ω

劃
一

日
程
は
決
ま
り
次
第
広
報
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

骨
粗
震
症
に
つ
い

て
興
昧
の
あ
る
万
は
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か
っ
・

舶
の
町
の
保
健
・

福
松
サ
!
ヒ
ス

健
康
改
善
教
室

ム
夫
毘
学
習
を
し
よ

う
!

突
然
家
族
に
介
護
が

必
要
に
な
っ
た
時
i

突
然
家
族
が
倒
れ
定
ら

、

と
い

う
不
安
を
感
じ
だ
事
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

そ
ん
な
時
の
だ
め
仁

、

ど
こ
に

相
談
C
行
っ
て

、

ど
ん
な
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
か
等

、

回

言
者
と
い
っ
し
ょ
巳
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

介
護
を
体
験
さ
れ
定
方
や
関
心

の
あ
る
方

、

ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い

。

受
講
を
希
望
さ
れ
る
万
は

、

八

月
二
日
開
ま
で
巴
申
し
込
ん
で
下

さ
い
。

(
す
で
巴
申
し
込
ま
れ
左
万

の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
)

と
き

八
月
九
日
制

午
後
一
時
三
O
分
j

一二
時

と
こ
ろ
町
民
会
館

第

一
・
二
研
修
室

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
活
動
専
門
員

杉
野
寛
之

重
信
町
在
宅
介
護
支
援
セ

ッ
タ
ー

講
師

畑
中
久
隆

福
祉
課
保
健
婦

矢
野
映
子

、，

6 

難
病
に
関
す
る

ご
相
談
に
応
じ
ま
す

愛
媛
県
松
山
中
央
保
健
所
で

は
、

難
病
で
お
悩
み
の
患
者
さ

ん
と
家
族
の
万
を
対
象
仁
左
記

の
よ
う
な
相
談
を
実
施
し
ま

す
。ど

う
ぞ
お
気
軽
巴
ご
相
談
下

さ
い
。

難
病
医
療
相
談

医
師

、

保
健
婦
、
栄
養
士
、
か、

病
気
や
療
養
生
活
の
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
。
ま
芝

、

ケ
ー

ス
フ

|
力
ー

が
各
種
福
祉
制
度
巴
関

す
る
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

難
病
訪
問
指
導

患
者
さ
ん
宅
巳
保
健
婦
が
訪

問
し

、

療
養
生
活
の
ご
相
談
巴

応
じ
ま
す
。

必
要
巴
応
じ
て
専
門
医

、

理

学
療
法
士
等
も
訪
問
し

、

医
療

面
、
生
活
酉
の
ご
相
談
巴
応
じ

ま
す
。

相
談
は
随
時
行
い
ま
す

。

(予
約
制
で
す
)

申
し
込
み
方
法

松
山
市
北
措
田
町

一
三
二

愛
媛
県
松
山
中
央
保
健
所

精
神
保
健
福
祉
係

富
九
四

一
一
一
一

一

内
線
二
六
O



食舎月の保健日程会
〈居予保健〉

と き 事業名

7日制 10か月児乳児相談

7日附 4か月児健康診査

2 1 日 ~J<) 1 歳6か月児健康診査
7月

2歳児生活Rの学生級活8 日休j
( 2 さいうさぎ 活学級)

2.23日樹 (ピ育力児ピ相力談く教ら室ぶ)
ーー 一一一ー ー ーーー

16 ・ 30日働 育児相談教教室
(くまさん室)

8月 6日働 離乳食学級
(ピヨちゃんのはじめてのお食事)

〈老・成人〉
①健康診査

と き 事業名

1 ・ 2 ・ 5~8 日 結核・肺がん検診

9日樹
ーー- ーーーーーーー 基本健康診査

7月 13日ω

9日働
ーーーーーー ー ーーー 子宮頚がん・乳がん検診
13日ω

基本健康診査

~ B~J<)・ 5日休 結額・肺がん検診
8月

胃がん ・大腸がん検診

4日制 手宮頭ガ、ん・乳がん検診

②健康相談
と き 事業名

6日ω いきいき健康相談

7月 2 ・ 16日働 健康生活相談

9.30日缶詰 栄養相談

3 日ω いきいき健康相談
8月

6 自在的 健康生活相談

③健康教育
と き 事業名

12日但) 健康改善教室②
7月

16 日樹 食生活改善地区講習会

8月 9日伺) 健康改善教室③

④機能訓練(リハビリ)
き | 事業名

5.26日伺) リハビリ教室

ノ/

7 広報しげのi3i 7月号

受付じかん

9 : 45~1 0 : 00 

13 : 30~14 : 30 

13 : 30~ 14 : 30 

9 : 45~1 0 : 00 

9 : 3 0~ 11 : 00 
ーー ー - ー ーーーー- ー ーーー-ー

13 : 30~ 15 : 0 。

受付じかん

詳細は保健婦まで

9 : 00~11 : 00 
ー ー一一 ーーーーーーーーーー ー

9 : 00~11 : 00 
13 : 00~14 : 00 

13 : 00~14 : 00 

7 : 30~11 : 00 

7 : 30~ 1 1 : 00 
※11 : 30~12 : 00 

7 : 30~1 0 : 00 

13 : 00~14 : 00 

開催じかん

要予約(964-4170)

9 : 00~11 : 00 

要予約(964-4170)

要予約(964-4170)

9 : 00~11 : 00 

開催じかん

13: 30~15: 00 

9 : 30~ 1 2 : 30 

13 : 30~15 : 00 

開催じかん

13: 3 0~15 : 30 

〆ノ

対象

H10年9月生

H1 1年2月生

H9年11 ・ 1 2月生

H8年12.H9年1 月生

幼児と親
ーーーー一一一一一一 一一一一 ーー 一一 ーー

H11年4 ・ 5月生

対象

40歳以上の住民
12.t_ざし結額検診は

19歳以上
子宮頚がん・乳がん
検診は30歳以上

40歳以上の住民
定吉し結桜検診は

19歳以上

30歳以上の住民

対象

住民

住民

対象

住民

住民

対象

住民

11 

ところ

町民会館

町民会館
ー ー一一ー ーー ー-ー ーー

南吉井保育所

町民会館

ところ

詳細は保健婦まで

南吉井小体育館

午午前後))南下野林田集公会民所館

南吉井小体育館
ーーー一一ーーーーーーー』

下林集会所

上林公民館
※結桜・腕がん検診
11:30~ 12 ・ 00

の間 Id:谷パス停

上林公民館

ところ

---------------役場保健婦室

町民会館

---------------役場保健婦室

ところ

町民会館

上林公民館

町民会館

ところ

町民会館

ノノ



申
央
レ
デ
ィ
ー
ス
学
級

自
分
の
体
は
自
分
で
管
理

トけだせくかが先長媛立と万性講第 し話さ学で力ご参行民
をな時て 、 みあ生西病療題 、 肺座- 51 1.三がい習 、 が挨加わ会梅
古い芯しつどりの村院養 し 治炎 「 固さ 。 あとし楽あ拶しれ館雨
足 店長雪見 2f 講一副所 、 ちの老健宮 リのてしる 2f 三て矢
ん事をの付の定演孝院愛国」 見 人康 、 ま お下くのでだ年舎つ
用で付でか竹 。 、。 も年定

量しけ 、 な氏こ ~~二ニト- - ど教学度六
思たな体いしの 一一~ ~ .....!...a: 00;:唱:7:.-;;;;:---' c;:;:;.;百三石ζE==ご の育級の月
し 。 け力で F1 病 F~宇 r • 講長生開四
てプれのこ 1天気 fi~忌f sJa1 1 1-1:"| !!i 座さが講日
下リば衰じがは l l ， i ，.ι iElm町中央レ主主主主d J もん 大 式
さンいえら多つ lif~ :II~竺竺竺竺竺竺I i 魅の勢が町

、-

すう防の 分 咽・E霊弘.'.・Lr1J" .. 温圃孟 民三ふ だ、 し少のり

OB E j!52 艦開専門d保守 主 t 五 5 一
気分をン|こ ~てごT L4LJ13 電通 :ríEt 幽 ん人しが表
をの図スな 会設み電 通鉱工 J づ剤耐 ,., 菌雲ぃ、な
付{本りのる ミま手 ~-- ___.......,...- ー ミコ吋ηl骨 Li' が宮所専ど

けは 、 よ歪 体局も門で
定自細いつる水もそいまる が |こ て りるて支つの「あ的説

Hiizis;;iiz;;l1lt;:i i if 
まよを力 十す塩い 、 υ こい菌内し かなし管 C 、 0 は芝

(
学
級
長

山
崎
満
智
子
)

8 

赤
十
害
奉
仕
団

手
つ
な
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

左んがき場あ意 まの一ど父ばてと缶掃を校を先者 うと第
。とら、所いし 笑 し合緒ちさあい 、 をを植区い生の P ン地四赤
合う主話であ合い左同にとんちま自拾しえご疋達万 T テ域土十
年にフし、いい 合。 作 年 三、やし 台 左左と芝の 、 A イ奉曜字
で良ン合心と 、 い 業|こ世そん左はつりり|こきご学の 7 仕日月
四かテいを広和 、 を一代の 、 が違芝 、、 、 、 協校保芝団|こ間
回つイな開い気 注 し 度が子おおつり空清花各力の護汀と で
目 127 いの青あ
|ことが 盤薗箇逼圏直孟量~'~~f包一一-マー ヱニニ語1:-..:;.亙逼画面孟重量も ま手少つ

な思で 価・園田・・・・・ーーー園田-司圃富司・・・・・・ETl しつ年だリいき 掴・・・・・・・・1;・・・・E司.:・・且・・・・ー1.11 :: 12 な奉五まま 、 -・・・・・幽・・a・凪E・岨・圃圃・・E; 11 0 ぎ仕月ずし 16 目田園圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃.....・圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃園田(J ボ団の

、

か
、

来
年
も
来
々
年
も
ず
っ
と
続

け
て
行
き
左
い
と
会
員
一
同
考
え

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
行
事
を

通
じ

、

ふ
つ
最
も
話
題
に
な
っ
て
い牛淵区でも手つなぎボランティア

る
青
少
年
非
行
問
題
の
防
止
の

一

端
C
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

(
団
長
平
岡
初
美
)

r 
、.... 



シリーズ
介護保険制度②

介護サービスの種類
介護保険制度は、利用者の希望を尊重し芝総合的なサービスガ、安心して受けられる仕組みをつくる定めlこ
創設されます。この制度が始まれば、要介護認定を受け定方は、 必要なとき|こ一定の範囲内でサービスを自
由 lこ選択し、 希望する事業者から自由にサービス提供を受けることが、できるよう|こ芯ります。定吉し、状態
lこより受けるサービスの種類が異芯ります。 合月はそのサービスの種類について紹介します。

要支援状態
身体上又は精神上の障害がある定

めlこ 、 一定期間にわだり継続して、

日常生活を営むの|こ支障があると見

込まれる状態(厚生省令で定める程

度のもの!こ限る。)で、あって、 要介護

状態以外の状態をいいます。

要吏援状態の万は、

在宅サービスのみ
利用できます。(芝

芝し、痴呆対応型

共同生活介護を利

用することはでき

まぜん。)

身体上文は精神上の障害があるEめ

1こ、入浴、 排せつ、 食事等の日常生活

|こおける基本的な動作の全部又は一部

について、一定期間|こわだり継続して 、

常時介護を要すると見込まれる状態で

あって、要介護状態区分のいずれか lこ
該当するものをいいます。

要介護状態の万は、

在宅サービス、施

設サービスのいず

れも選ぶことがで

きます。

〔在宅サービス〕
.家庭を訪問するサービス
.訪問介護(ホームヘルパーの訪問)
.訪問看護(看護婦怠どの訪問)

-訪問リハビリテーシヨ ン(リハビリの専門職の訪問)
.訪問入浴介護(入浴チームの訪問)

-居宅療養管理指導
(医師、 歯科医舗、薬剤師、 栄養士、 歯本l衛生士lニよる福導)

.日帰りで通うサービス
-通所介護(日帰り介護施設(デイサーヒコセンター )怠どへの通所)
-通所リハビリテーシヨン(老人保険施設定よどへの通所(デイケ7))

.施設への短期入所サービス
・短期入所生活介護・短期入所療養介護

(特別養護老人ホームや老人保健施設定主どへの短期入所(ショートステイ))

.福祉用具の貸与・購入や住宅の改修
・福祉用具(車いすや特殊ベッドなど)の貸与

-福祉用具(ポタアルトイしゃ特殊尿器怠ど)の購入費の支給
.住宅改修費(手すりの取り付けや段差の解消芯ど)の支給

・その他
・痴呆対応型共同生活介護(痴呆性老人のグループホーム)
.特定施設入所者生活介護(有料老人ホームなどでの介護)

.居宅介護支援
-介護サービス計画の作成
-サービス提供機関との連絡調整

〔施設サービス〕
.介護老人福祉施設(特別養護老人ホーム)
-日常生活で常!こ介護ガ、必要で、在宅での適切な介護が困難

な場合、必要な介護を受ける定めlこ入所できます。

.介護老人保健施設(老人保健施設)

・病気の治療が終わっ左人や病状が安定し尼人か\ 家庭lこ戻

れるよう!こ機能訓練を中心とする医療ケ?と介護を受ける

定め|こ入所できます。

.介護療養型医療施設(療養型病床群、老人性痴呆疾患療
重病棟、介護力強化病院(介護力強化蔚院は、平成14年度末まで)) 

.治療定けでなく長期lこわ尼る療養や介護が必要な場合|こ入

院できます。

注:介護サービスを受けようとする方は、要介護状態、または、 要支援状態にあるか否カ\友び介護の必要度 (要介護度)について審査・判定を受けなけ

ればなりません。 この審査・判定にかかる申請の受け付けは、 10月 1 日から開始されます。 詳しい手続き等については、 改めて広報でお知らせします。

問い合わせ先 役場保険年金課介護保険係 富964-2001 (代)内線551 、 552

9 広報しげの0 7月号



定んわ9'<<・1500悦)

天
体
望
遺
鏡
)

/取
り
扱
い
講
習
会
」

望
遠
鏡
で
夜
空
を

の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か

と
き
七
月

一
二
日
間

七
月
一
九
日
日

午
後
七
時
三
O
分
j

と
こ
ろ
町
民
会
館
三
階

会
議
室

講
師
四
国
天
文
協
会
会
員

福
田
英
利
先
生

募
集
人
数
二

O
人

(
親
子
で
の
参
加
司
)

受
講
料
無
料

申
し
込
み
締
め
切
り

七
月
九
日
倒

※
受
講
者
へ
は
、
八
0
ミ
リ
天
体
望

遠
鏡
の
貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。

一
大
人
と
子
ど
も
の
ふ
れ
あ
い
広
揚
一

f
i

折
り
紙
教
室
i

」

親
子
で
紙
飛
行
機
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

‘ご‘ー-
:"J、二

,rJJ L
MF
-v
t
F
 

内
容
紙
飛
行

機
五
種
類
を
製
作

後
、
飛
行
距
離
を
競
い
ま
す
。

と
き
七
月

一
O
日
∞

午
前
九
時
三
O
分
j

と
こ
ろ
町
民
会
館
一
・
二
研

修
室

参
加
資
格
町
内
在
住
の
小
・
中

学
生
の
親
子
(
小
学
生
は
三
年

生
以
上
)

募
集
人
数

一
O
家
族

講
師
県
生
涯
学
習
推
進
講
師

山
木

栄
典
先
生

霊
講
料
無
料

持
参
畠
ハ
サ
ミ

申
し
込
み
締
め
切
り

七
月
八
日
同

、-

(
星
空
教
室
一

月
を見

て
み
よ
う

島
近
な
天
体
・
月
の
観
測
を
し

ま
す
。
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
使
つ

て
の
説
明
、
天
気
が
よ
け
れ
ば
、

望
遠
鏡
で
観
測
も
し
ま
す
。

と
き
七
月
二
六
日

開

午
後
七
時
三
O
分
j

九
時
三
O
分

と
こ
ろ

図
書
館
四
階
天
体
観
測
室

講
師
四
国
天

文
協
会
会
員

福
田
英
利
先
生

受
講
料
無

料

※
初
め
て
参
加
す
る
方
は
、
事
前

巴
お
申
し
込
み
下
さ
い

。

一
プ
i

ル
監
視
員
募
集
一

南
吉
井
小
学
校
敷
地

内
に
あ
る
重
信
町
プ

ー
ル
の
監
視
員
を
募

集
し
ま
す

募
集
人
員
一

O
名
程
度

応
募
資
格
大
学
生
(
短
大
・
専

門
学
校
も
可
)
で
次
の
条
件
を

満
だ
す
万
。

①
身
長
一
六
o
m
以
上
で
一
応

の
水
泳
(
平
泳
ぎ
・
ク
ロ
ー
ル
・

背
泳
ぎ
)
が
で
き
る
。

②
健
康
で
責
任
感
が
あ
る
。

期
間
七
月
二

O
B
j

八
月
二
二

日
ま
で
の
毎
日

、
八
月
一
八
日

j

八
月
三
一
日
ま
で
の
水

・

土
・
日

時
間
午
前
二
時

j

午
後
五
時

日
当

六
千
円

応
募
手
続
七
月
一
二
日
ま
で
巴

履
歴
書
を
教
育
委
員
会
施
設
課

ま
で
出
し
て
下
さ
い
。

、-

10 

重
信
吋

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

皿
ヶ
嶺
柔
道
会

会
員
募
集
日

皿
ケ
嶺
柔
道
会
で
は

、
小
学

三
年
生
以
下
の
子
供
達
を
対
象

に
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

興
昧
の
あ
る
万
、
入
会
を
希
望

さ
れ
る
万
は
、
次
の
と
お
り
稽

古
を
し
て
い
ま
す
の
で

、
ご
自

由
巳
ご
覧
下
さ
い
。

な
お
、
他
の
学
年

C
つ
い
て

も
、
入
会
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

と
こ
ろ

稽
古
田

火
、
木
、
土
曜
日

午
後
七
時
j

九
時

土
曜
日

午
後
六
時
j

八
時

問
い
合
わ
せ
先

宮
九
六
回
|
三
三
五
五

内
線
二
六
O

沼
野
賢
嗣

松
山
刑
務
所
武
道
場



第32回
師
題
き

講
演
と

一
校
区
別
(
中
学
校
)
一

一
同
和
教
育
恕
峨
ゆ
R
L

七
月
二
七
日
川
w
j
二
九
日

同
の

三
日
間
、
左
表
の
と
お
り
懇
談
会

を
開
催
い
左
し
ま
す
。

会
回
は
、
同
和
問
題
解
決
の
た

め
に
ど
の
よ
う
な
吾
首
て
を
し

て

い
け
ば
よ
い
か
を
考
え
て
い
き
ま

す
。
中
学
生
の
保
護
者
巴
限
ら
ず

ヱJ
育
て
の
先
輩
・
子
育
て
真
つ
只

中
の
地
域
の
万
々
の
幅
広
い
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

とき と 」 ろ(公民館)

7/27附 南野田 ・樋口 ・新村・牛泊l・播磨台 ・ 田窪・下林・八反地

7/28凶 見奈良 ・北野田・牛淵団地第二集会所 ・志津川

7/29(:樹 上村 ・西岡・上林・田窪団地 ・横河原

※いずれの会場も午後7時30分から実施します。

と /一二J

き !ZJ
八 ;土

午月 i ど

車穴面 |宗
大時(日) I -i 
時 j li
lëI: 、'Y
八 !ふ
日 l そ〉
(日i) ; 至芸

と
ボキ トミ ソこ

ン公重| ツ 館井場ムツボ二南重フろ
ド園信ルク'-" J I \合つイ l パ吉信ト
グ町 べ -L はりンル ス 井中ボ
ラ総 I 1仲北 H ド ケ 小学|
ウ合 ス 育吉の| ツ 学校ル

盟校一一命一- ,/ 各愛

広竺川昨日万、 。 I( 運媛

FhOL司μ」一 応 場愛

と 戸ーζ

き l J丈
七 l てノ

長壬月 |フ
実科二 | ト
時 討日 | ホ
は三日 I I 
-0 1Jレ

合宇 !大
( I \ 三ミL

と
こ
ろ重信

中
学
校
運
動
場

南
吉
井
小
学
校
運
動
場

重
信
川
緑
地
公
園
グ
ラ
ウ
ッ
ド

源
氏
物
語
講
座

図
書
館

紫
式
部
が
私
た
ち

に
語
っ
て
い
る
声
を

ご
一
緒
に
聞
い
て

み
ま
せ
ん
か
?

と
き

重信町民大学
さんゅうていこゅうざ

三遊亭小遊三 (落語家)

「小遊三のイキイキ人生J
7月 25 日(日) 午後7時30分~
(午後7時開場)

ところ 町民会館大ホール

入場料前売り500円 (当日600円 )
主 催 重信町・重信町教育委員会・重信町文化協会
※入場券は、役場・町民会館・ PTA ・ 婦人会・老人クラフゃ等てや扱っ

ています。

〈プロフイーjレ〉

昭和22年横浜生まれ

昭和43年 明治大学経営学制在学中に、三遊亭遊三!こ入門

昭和44年卒業と同時に前座三遊亭遊吉

昭和48年小遊三となり二つ目昇進

昭和58年小遊三のまま、真打ち昇進

現在、 NTV系「笑点」、 TBSラジ、オ「まんなかラジオ・金曜日 JIこ出演

毎
月
第

一
・
三
水
曜
日

午
後

一
時
三
O
分
j

午
後
三
時
三

O
分

と
こ

ろ

町
民
会
館
一
階
婦
人
室

会
費
用
二
、
0
0
0

円

講
師

重
松
紀
彦
先
生

連
絡
先

高
田
九
六
四

l

九
六
一
七

大
西
九
六
四

|

七
二
二
五

西
田

九
六
四
|
三
八
九
九

重
信
町
立
図
書
館

九
六
四
|
三
四
一
四
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ど
う
思
い
ま
す
か
?

通
信
傍
受
法
の
成
立

組
織
的
犯
罪
防
止
対
策
三
法
案

の
一
つ
と
し
て

、

通
信
傍
受
法
案

、

か
先
般
(六
月
一
日
)衆
議
院
を
通

過
し
参
議
院
へ
送
ら
れ
ま
し
走
。

政
府
与
党
は

、

大
幅
延
長
の
国
会

で
の
成
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

通
信
傍
受
法
と
は

、

組
織
的
巴

行
わ
れ
左
殺
人
芯
ど
の
二
疋
の
犯

罪
巴
つ
い
て

、

裁
判
所
な
ど
の
令

状
巴
基
づ
き

、

捜
査
機
関
巴
電
話

、

フ
ァ
ッ
ク

ス
、

イ

ン
タ
ネ

ッ
ト

通
信
芯
ど
の
傍
受
を
認
め
る
と
い

う
法
律
で
す
。

従
来
、
「
通
信
の
秘
密
を
守
る
」

と
い
う
原
則
の
ち
と
で

、

「
盗
聴
」

と
言
わ
れ
て
否
定
さ
れ
て
き
定
通

信
傍
受

、

か
、

合
法
の
捜
査
手
段
と

な
る
の
で
す
。

こ
の
法
律

、

ガ
成
立
す
る
背
景
の

一
つ
は

、

組
織
的
犯
罪
の
国
際
的

な
拡
大
が
急
速
仁
進
ん
で
き
左
と

い
う
こ
と
で
す
。

そ
し
て

、

主
要

八
か
国

(G
8

)の
中
で

、

日
本
吉

け
が
通
信
傍
受
と
い
う
捜
査
武
器

を
措
っ
て
お
ら
ず

、

各
国
か
ら
強

く

法
制
定
を
要
請
さ
れ
て
い
ま
し

左
。

成
立
す
れ
ば

、

こ
れ
で
よ
う

や
く
組
織
犯
罪
の
国
際
化
巴
対
応

で
き
る
体
制
が
整
う
こ
と

C
な
り

ま
す
。

背
景
の
も
う

一
つ
は

、

国
内
巴

お
け
る
薬
物
・
銃
器
犯
罪
の
深
刻

化
巴
加
え

、

オ
ウ
ム
真
理
教
事
件

等
の
発
生
で

、

百
妙
な
組
織
犯
罪

へ
の
対
策
を
求
め
る
国
民
の
声
が

高
ま
っ
て
い
ま
し
だ

。

法
成
立
は

こ
れ
ら
国
内
外
の
要
請
C
こ
だ
え

る
も
の
で
も
あ
る
の
で
す
。

し
か
し

、

こ
の
法
律
は

、

国
論

を
二
分
す
る
要
素
を
持
っ
て
い
ま

す
。

一
方
で
は

、

組
織
犯
罪
の
捜

査
巴
有
効
な
武
器
と
な
る
と
歓
迎

さ
れ

、

他
方
で
は

、

憲
法
が
保
障

す
る
基
本
的
人
権
で
あ
る
通
信
の

秘
密
を
侵
害
す
る
危
険

、

が
高
い
と

強
く
反
対
さ
れ
て
い
ま
す

。

こ
の
よ
う
巴

、

賛
否

、

か
鋭
く
対

立
し
て
い
る
法
律

、

だ
け
に

、

我
、

か

国
の
傍
受
法
は
、
人
権
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
他
の
主
要
国
巴
比

べ

か
な
り
厳
し
い
要
件
が
盛
り
込
ま

れ
ま
し
だ
。

、'"

特
徴
の
一
つ
は

、

犯
罪
対
象
を

①
薬
物
関
連
、
②
銃
器
関
連
、
③

集
団
密
航
、
④
組
織
的
殺
人
、
の

四
類
型
巳
絞
っ
左
こ
と

、

二
つ
目

は
、

第
三
者
の
常
時
立
ち
合
い
を

義
務
づ
け
左
こ
と

、

三
つ
自
は

、

令
状
の
発
布
は
地
裁
裁
判
官
に
限

る
こ
と

、

四
つ
目
は

、

別
件
傍
受

は
重
大
犯
罪
巴
限
り

、

し
か
も
傍

受
さ
れ
だ
当
事
者
の
不
服
申
し

立

て
を
認
め
疋
こ
と

、

等
で
す
。

こ

れ
ら
の
こ
と
は

、
人
権
を
配
慮
し

定
結
果
C
ほ
か
な
り
ま

せ
ん
。

に
も
か
か
わ

5
ず

、

芯
お

、

こ

の
法
律
巴
は
反
対
の
戸

、

が
あ
が
っ

て
い
ま
す
。

新
聞
の
論
調
巴
も
意

見
の
分
か
れ
が
見
ら
れ
ま
す
。

基
本
的
人
権
の
尊
重
と
社
会
秩

序
の
維
搭
と
の
間
巴
は
相
対
す
る

面
、

か
必
ず
生
じ
ま
す
が

、

ど
こ
か

に
接
点
を
見
い
芝
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
。

一
人

一
人
ガ
バ

ラ
ン

ス
の
と
れ
定
自
ら
の
考
え
を

措
つ
こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う

。

法
成
立
の
推
移
を
見
守
り
芝
い

も
の
で
す
。

ヲ
す
供
を
も
っ
と
も
っ
と
知
る
た
め
に

重
信
町
い
じ
め
・

不
登
校
問
題
連
絡
会
議

が三 てゆりらやをのか まなのまき 大 っ てて 然 事 近
足ジみつぶめ卜な涼うホれ 自 ま定てきて 人 み 、 の舎が各づ海 v・

白 β ヤま古代 く ルが戸清タて然わまい く、 工ま親中年盛地き |こ 自
然 毎 ン せり Y 星でめの流ルいとり疋ま愛昔的ぜ子巴はんでま 山 鼠
と抗 J んと日の 中 のま間私すわのな日 54 属高主 fm 
i!?iiiE4F寸!Hiii; 警
てまソ過?と夢ゃ ι\7 て 層つどまき休 ~~
いせ| ご 22 見 、 /可ι.h 深か大せの み 五島
るんのし\だき 乙ご 1 、 めつ白 υ 行が 室

代せ手守さ成 ま ヲ I \ 、ド!究者\ る左 く 様 ビ実 京ご
をま伝りも長将す ι『五人 \公 \ 感種ち成 々 長 ツ 感 会
担 し い 、 必す来 。 "VJ 1 ¥ ':'"ー\Ij 動のが長ない グ き
うよな豊要るを も \J~ーザ唱を頼 、 し体夏土す ぎ
宝うどかで|こ託 やせ -司』同「 れちも登 、 験休王 ば ー-
で 。 ちなすはせ 家 んめ ー だ\.6. 出つし校日をみヲら 宵
す予進社 。、 る 庭 。 るのいな題食 ア 生用してさし焼通が支し ぞ
。 どん会皆温若 は は健でい 、ベ レ 房ま理をて け し終込さ 、
もで体でか者 なそず全は 、 手放ビ活のすえ感 く してわ妥を き
は大験 j毘さ lこ いんが育 、 会伝題見環よ o 12.じる左左勺 0 体 寸喝

、 い 、 かと立 と芯あ成予話い 、 放境 く 日大姿予 く 戸 験 ヲ。
次 |こ家 く 厳派 思予りはどもも寝題でき 々 き|こどま包 す
時さの見しに いどま望もな し取、、 い をなあちし '--' る

12 
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ご
寄
知
あ
り
ま
せ
ん
か

安
部
重
保
さ
ん
を

安
部
さ
ん
は

、

田
窪
の
宇
気
洲

神
社
の
参
道
と
県
道
一
九
三
号

(
森
松
・
重
信
線
)
の
交
わ
る
角
で

、

馬
の
鞍
を
製
作
し
て
い
だ
、
す
ご

い
職
人
さ
ん
で
す
。

「
運
、
ぷ
」
を主題
巴
し
だ
展
示
で

、

馬
の
鞍
を
出
し
て
い
る
の
で
す

が
、

汚
れ
を
除
く
と
「
伊
予
本
家

請
〈
一
口
・
温
泉
郡
田
窪
・
安
部
重

保
・
馬
鞍
製
造
所
」
の
焼
印
ガ
出

て
き
ま
し
だ
。

田
窪
の
水
田
博
さ
ん
の
調

べ

で
、

「
下
林
の
お
酒
『
森
の
井
』
を

運
ぶ
馬
の
鞍
」
ま
で
は
分
か
り
ま

し
だ
が
安
部
さ
ん
が
ど
ん
な
方
か

は
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

ど
な
定
か
ご
奇
知
の
万
は
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
ぜ
ん
か
。

七
月
の
休
館
日

=
J

円
ζ

只
U
Q
u
n
U
R
U
4
1

「4
J

1

1

1

1

2

2

3

f
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。送大学学生募集
放送大学愛媛学習センター

冨923-8544

平成11年度第2学期 (10月入学)

の学生葬集を行います。

募集学生

全科履修生(卒業を目指す学生)

選料履修生(1年間在学する学生)

料目履修生(6か月間在学する学生)

出願受付 6月 15 日0k)~8月 15 日(日)

自宅がキャンパス

放送大学はテレビ-ラジ、オを利用

して大学教育を行っている通信制4

年制大学です。放送授業はス力イ

/'\-フエクTVI で視聴できます。

満 15歳から大学教育!

全科履修生は18歳以上、選科・

料目履修生は入学時lこ義務教育を

fl~J'していれば誰でも入学できま

す。高校生等も大学教育を受ける

機会があリます。

。 ・海・空自衛官募集
自衛隊松山募集案内所

富947-3040

※大学等進学予定者の併願受験可

重信まごころ銀行lこ次の万か

ら金一封を寄付下さいまし定。

温かい善意ありがとうございま

す。(敵称略)

〈香典返し〉

平岡健雄(上林)亡父・徳次

川村久志(山之内)亡父・照雄

永田 武雄(南野田)亡妻・房恵

電・火災防止に
漏電遮断器を

側四国電気保安協会愛媛支部
富943-3751

ご家庭の配電盤lこ漏電遮断器を

取り付けておくと、感電や火災事

故を防ぐことができます。事故防

止のだめ!こ、 必ず漏電遮断器を取

り付けましょう。

。察審査会制度
松山検察審査会事務局

富941-4151

犯罪の被害|こあって警察や検察

庁|こ訴え左の|こ、検察官が加害者

を起訴してくれない。このような

場合に、その不起訴処分のよしあ

しを審査するのか、検察審査会で

す。 審査の相談・申立てについて

の費用は一切無料で、秘密はか左

く守られます。

@道業者(町指定)追加
役場水道課

宙964-2001 側内線332
下記の業者を6月 1 日付けて守重信

町給水装置工事業者lこ追加指定し

だので、お知らせします。

伺進設備

松山市姫原3-6-15

富922-0064

側四電工

高松市松島町1-1-11

菌 (087) 836-1111

紛一柳電気水道設備

上浮穴郡小田町町村262

富252-2075

rmation� 
@蜘家庭つωォーラム

松山地方局
富946-3700

とき 7月26日但)

午後1 時30分~4時

ところ 松山地方局7F大会議室

内容 (1 )基調講演

(2)家庭行事の紹介

(2組程度の家族が出演)

(3)パネルデ、イス力 hソシヨン

※参加希望の方はご連絡下さい。

まだ、託児希望の方は、 7月 19

日伺)まで!こご連絡下さい。ご来

場の際は公共交通機関をご利用

下さい。

e衛隊松山駐屯地納涼祭
自衛隊松山駐屯地
富975-0911

とき 7月30日樹

午後6時50分~10時

ところ 陸上自衛隊松山駐屯地

(松山市南梅本町乙115)

催し物盆踊り、夜店、お化け屋

数、銭太鼓、お菓子投げ、その他

;子供からお年寄りか、楽しめる催し

物ガ、沢山あります。

※午後5時から駐屯地を一般開放

します。

@通事故の発生状況
松山南交通安全協会
冨958-6558

699 I -12 
(松山南警察署管内)

・事故による死亡者数、昨年同期

|こ比べ34人増加

・交差点の出会い頭|こよる事故や

横断歩行者の事故が増加
・よく見る・止まる・徐行する・

そしてベルト
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秋
が
楽
し
み

上
林
小
で
さ
つ
ま
い
も
を
植
え
付
け

六
月
五
目

、

梅
雨
の
合
聞
の
よ

く
晴

れ
左
暑
い
目

、

上
林
小
学
校
の
児
童
全

員
で

、

さ
つ
ま
い
も
の
苗
を
植
え
付
け

ま
し
だ
。

地
元
の
震
家
の
方
か
ら
借
り
左
学
校

近
く

の
農
地
巴

、

P
T
A

の
役
員
の
協

力
を
得
て
う
ね
を
作
っ
て
も
ら
い

、

定

く
さ
ん
の
苗
を
植
え
て
い
き
ま
し
だ
。

秋
巴
は

、

土
の
力
と
児
童
み
ん
な
の

世
話
の
力
で
で
っ
か
く

育
つ
疋
さ
つ
ま

い
ち
を
収
穫
予
定
で
す
。

さ
つ
ま
い
も
は

、

給
食
の
材
料
仁
し

足
り

、

家
の
人
巴
ち
食

べ
て
も
ら
う
そ

う
で
す
。

広
い
農
地
巴
は

、

こ
の
他
す
い
か
・

と
ま
と
・
ど
て
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
が
植
え

て
あ
り
ま
し
だ
。

z
d
て
は

ロ
を
小
さ
く
耳
・は
大
き
く

家
庭
教
育
学
級
開
講

六
月
八
日

、

却
児
を
持
つ
保
護
者
を

対
象
巴
合
年
度
の
家
庭
教
育
学
級
が
開

講
さ
れ
ま
し
左

。

こ
の
日
は

、

と
べ
動
物
園
の
山
崎
園

長
先
生
巴
「
私
も
動
物
古
か
ら
」
と
い

う
演
題
で
ご
講
演
い
E
E
き
ま
し
定
。

会
場
と
な
っ
芝
町
民
会
館
で
は

、

一

五
O
人
ほ
ど
の
保
護
者
が

、

ヱJ
ど
も
が

少
な
く
子
育
て

、

が
し
や
す
い
は
ず
の
時

代
な
の
巴
現
実
巴
は
知
識
ば
か
り
が
増

え
経
験
が
と
ほ
し
い
親
が
増
え
て
い

る
、

欠
点
を
親

、

か
く

み
取
り
そ
れ
を
ど

う
や
っ
て
伸
ば
す
か

、

手
ど
も
が
自
分

白
昼
巴
勝
つ
左
と
き
に
ほ
め
て
や
る

、

逆
境
の
中
で
心
は
育
つ
な
ど

、

熱
っ
ぽ

く
語
ら
れ
る
話
仁
熱
心
巴
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
定
。

と
思
い
や
り
と

少
林
寺
拳
法

毎
週
火
曜
日
と
金
曜
日
の
午
後
七
時

か
ら

、

ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
少

林
寺
拳
法
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す

。

年
齢
層
は
幅
広
く
、
下
は
小
学
校
一

年
生
か
ら
上
は
五

O
歳
過
ぎ
の
万
ま
で

が
、

楽
し
く
、
ま
だ

、

厳
し
く
練
習
を

し
て
い
ま
す

。

仕
事

、

か
終
わ
っ
て
指
導
巴
か
け
つ
け

て
い
る
松
山
市
の
平
山
喜
久
雄
さ
ん
は

「
少
林
寺
を
通
し
て

、

回
け
合
う
心

、

ガ

育
っ
て
く
れ
れ
ば
。

」

と
話
し
て
く
定
さ
い
ま
し
だ
。

思
つ
だ
よ
り
静
か

C
練
習
さ
れ
て
い

疋
の
が
印
象
的
で
し
定
。

(
表
紙
写
真
説
明
)

バ
ラ
ン
ス
が
大
事
で
す
。

北
吉
井
小

自
転
車
競
技
大
会
で
健
闘

六
月

一
二
目

、

石
井
東
小
学
校
で

「交
通
安
全
こ
ど
も
・
母
親
自
転
車
松

山
南
地
区
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
左
。

こ
の
大
会
は

、

交
通
の
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を
体
得
さ
せ
る
目
的
で
行
わ

れ
て
お
り

、

学
科
テ
ス
ト

、

安
全
走

行
・
技
能
走
行
テ
ス
ト

、

ガ
あ
り
ま
す

。

い
つ
包
括
成
績
を
収
め
て
い
る
北

吉
井
小
学
校
は

、

舎
回

、

こ
ど
ち
・
母
親

の
部
と
も
巴
団
体
戦
で
優
勝

、

ま
だ

、

個
人
戦
仁
お
い
て
ち

、

上
位
三
位
ま
で

を
独
占
す
る
圧
倒
的
な
強
さ
で
他
の

チ
l

ム
を
寄
せ
つ
け
ま
せ
ん
で
し
だ

。

現
在
は

、

七
月
一
一
日
の
県
大
会
巴

向
け
て

、

毎
日
練
習
を
重
ね
て
い
ま
寸
。

「
ム
フ
年
こ
そ
は

、

強
豪
の
新
居
浜
巴

勝
ち
だ
い
。

」
と

、

選
手
の
子
ど
も
達

は
意
気
込
ん
で
い
ま
し
定
。
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a; l: ‘・3 戸籍の窓
お誕生日おめでとう
住所 出生児 保護者生年月日

樋 口 北傑稔広 宣政 5 ・ 2
下林 菊池晃成 文君 5 ・ 4
横河原 佐伯利央 宣属 5 ・ 5
野田 2丁目 高山筆入 進 5 ・ 8

横河原 岡田明日花 孝 5 . 11 

北野田 萩山智生至 知明 5 ・ 13

南野田 高橋菜々美 晃治 5 . 14 

横j司原 安原亜美 美文 5 ・ 18
たく み

志津川 大木元綾夏 明義 5 .20 宮崎拓巴くん (H9.7.2生)
横河原 吉田衣良 哲也 5 ・ 25

'1まくのマィフ-6.は水鍛砲。 西岡 相拓美子 義一 5 .26 

きみのハート(2パキコーン!.J 下 林 竹村亮末 京春 5 .27 

(父・淳一 母・あい子)南野田 南野田 和田正樹ゲロ 幸正 5 .28 

牛測 武田 洋人 5 .28 

元気な重信つ-m |梓川 岩本広美
掲載ご希望の方はお誕生月の前月 10日までに、与真に保後者 西 岡 岡本 希舞
のコメントを添えて役場総務課までお送り下さいq 北野田 岡田夏鎮

上 林 佐伯麿

ないごみ(空き缶・金属類、 ぴん・ガラス類) (全地区)

ないごみ (ペットボトル、 その他) (機河原区)

ごみ (横河原区)

番医永山内科 松山市北梅本町富976- 1

(6月 10日までの届出分)

お悔やみ申し上げます
住所 氏名 年令 死亡日

山之内 川村照雄 70 5 ・ 1 2

横河原 高須賀享 66 5 ・ 17

北野田 成松俊雄 89 5 ・ 1 7

見奈良 渡部藤悪 82 5 .21 

牛測 高須賀伸一 91 5 .22 

南野田 明翼マツ ヨ 88 5 ・ 23

上林 仙波タマノ 87 5 . 23 

牛測 大野チヨコ 80 5 ・ 24

田 窪 山内千里 62 5 ・ 25

下林 松下竹志 48 6 • 1 

上林 相原信生 45 6 ・ 4

田窪 西原 {憂 65 6 ・ 5

上林 渡部勝代 70 6 ・ 9

発行 愛媛県温泉郡重信町 編集 総務課 w79 1 -0292 重信町大字志津川972番地 窟(089)964-200 1 (代表) 印刷 NTT四国電話帳紛
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